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連続繊維シートによる

劣化コンクリートの補強・補修



基 礎 補 強 工 法

『SOLID REMAIN（ソリッドリメイン）』という名前には、「堅固に残す」という意味が込められています。
アラミド繊維シートをエポキシ樹脂でコンクリート表面に接着固定させるハイブリッド工法で、従来のコン
クリート増し打ち工法や鋼板巻立て工法等と比較して低コストである上に、短工期の施工が可能です。

「堅固に残す」を意味するコンクリート補強工法

基礎への施工イメージ

樹脂と強化繊維は相性が良く、樹脂が本来持っている接着力に鉄の数倍の引張強度を持つ強化繊維を併
用すると、その相乗効果で被覆された構造物の耐力をアップさせることができます。
このような連続繊維シートによる補強工法は、劣化・クラック（ひび割れ）が生じたコンクリート基礎の補強・
補修に適した工法で、コンクリートの中性化や爆裂現象の抑制にも効果を発揮します。

基礎

❷補強剤（エポキシ樹脂）

❹補強剤（エポキシ樹脂）
❸アラミド繊維シート

❶プライマー（エポキシ樹脂）

基礎

※❶→❷→❸→❹の順に重ねて施工していきます。※❶→❷→❸→❹の順に重ねて施工していきます。

溶剤型のコンクリート下処理剤で、
コンクリートへ浸透して強化しま
す。後から塗布する補強剤とコン
クリートとの密着性も向上させ、
強化樹脂の性能をコンクリートに
付加することができます。

SOLID REMAIN  溶剤型プライマー

無溶剤型のコンクリート補強剤で、
基礎補強工法の主軸となる製品で
す。垂直面に塗布しても垂れ落ち
ない粘性があります。
また、耐水性・耐候性があるため、
雨水や CO2 の侵入を防ぎ、中性化
抑制にも効果的です。

SOLID REMAIN  補強剤

コンクリートの欠損部や下地調整
に使用する粘土状の樹脂です。
施工面の平滑処理だけではなく、
整形剤としても使用することがで
きるため、入隅の面取り等にも活
躍します。

SOLID REMAIN  パテ剤

鉄 の数倍の引張強度に加え、高
弾性率、耐熱性、耐薬品性といっ
た特性を併せ持つアラミド繊維
は、その高い性能により多くの公
共事業工事や航空機・船舶など
にも採用されています。

アラミド繊維シート



施工前

施工例

施工前

樹脂脱泡・含浸処理

基礎の根掘り クラック補修（エポキシ樹脂注入） プライマー塗布

補強剤下塗り 補強剤上塗りアラミド繊維シート貼付 施工後

施工手順（内部基礎の場合）

平滑処理（パテ処理）

※開口部等の施工箇所によっては、この工程を重ねて行う

劣化やクラックが生じた基礎に適した補強工法で住宅の長寿命化に寄与します。

従来品とソリッドリメインの各製品性能比較（当社比）
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配合粘度コンクリート接着力
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* パテ剤の配合粘度は、単位合わせのため、
　10 倍換算しています。

（mpa・s）
（25℃）

（MPa）

（MPa）

（MPa）

8 %
DOWN

28 %
DOWN

49 %
DOWN17 %

UP
77 %
UP

84 %
UP

20 %
UP

88 %
UP

115 %
UP

360 %
UP

82 %
UP

350 %
UP

施工後

クラック



 
 

有筋

荷
重

たわみ　δ

最大荷重

copyright© NIPPON EISEI CENTER CO., LTD.  3版 Aug. 2023

●このカタログに記載された内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。

【販売元】【販売店】

荷重－たわみ曲線試験結果

1kN = 約 102kg の重さが作用する力。100kN では、
約 10.2ｔ（トン）の重量が掛かることになります。

*1）kN（キロニュートン）：

https://www.nippon-ec.com/

加圧装置（1000kN 構造物試験機）

補強方法

無補強

基礎立ち上がり部片面の
上端から300mm貼付

最大荷重時

荷重
P（kN*1）

たわみ
δ（mm）

試験体をスパン 1800mmで支持した後、3等分点
2線荷重を試験体が破壊に至るまで連続的に加えた。

291

300

15.7

24.8

（一財）建材試験センターでのコンクリート造布基礎の曲げ試験

試験方法

無補強

靭性向上率*2

±0％

+57.9％

*2）無補強の試験体と比較した場合の靭性向上率。

300mm貼付

基本仕様

製品名

SOLID REMAIN 溶剤型プライマー

SOLID REMAIN 補強剤

SOLID REMAIN パテ剤

用途
配合比

（主剤：硬化剤）
1セット内容量（重量）
×1ケース入数

・下地強化

・連続繊維補強
・コンクリート保護および強化

・欠損部の平滑処理、下地調整
・隅角部、段差の整形

1：1

2：1

2：1

2kg［主剤 1.0kg+ 硬化剤1.0kg］
×4セット

2.25kg［主剤 1.5kg+ 硬化剤 0.75kg］
×4セット

2.25kg［主剤 1.5kg+ 硬化剤 0.75kg］
×4セット




